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は
じ
め
に

本
章
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
を
端
緒
と
す
る
「
炎
上
」
と
呼
ば
れ

る
現
象
を
考
察
す
る
。
炎
上
と
は
、
ブ
ロ
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）、
ツ
イ
ッ

タ
ー（Tw

itter

）
と
い
っ
た
手
軽
な
情
報
発
信
や
交
流
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
」
を
通
じ
て
投
稿
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容
、
な
ら
び
に
投
稿
者
に
対
し
て
批
判
や
非
難
が
巻
き
起
こ
る
現
象

を
指
す＊1
。
当
初
、
炎
上
は
電
子
掲
示
板
サ
イ
ト
2
ち
ゃ
ん
ね
る
内
の
出
来
事
や
話
題
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
度

重
な
る
発
生
に
伴
い
そ
の
認
知
も
高
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
雑
誌
、
新

書
な
ど
様
々
な
媒
体
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た＊2
。

こ
の
よ
う
に
時
事
問
題
を
扱
う
媒
体
で
の
言
及
が
増
え
る
一
方
で
、
学
術
的
な
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
蓄
積
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い＊3
。
ま
た
、
考
察
の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
ブ
ロ
グ
以
降
の
議
論
が
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
初
期
の
炎
上
は
ブ
ロ
グ
の
投
稿
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
ミ
ク
シ
ィ（m

ixi

）
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
き
金
に
炎
上
が
起
き
て
い
る
。
仮
に
、
炎
上
が
ブ
ロ
グ
の
段
階
で
終
息
し

て
い
た
ら
、
ブ
ロ
グ
の
普
及
過
渡
期
に
見
ら
れ
る
一
過
性
の
現
象
と
見
な
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
類
似
の
現

象
が
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
後
に
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
ふ
ま
え
る
と
、
改
め
て
考
察
に
着
手
す
る

必
要
性
が
見
出
せ
る
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
炎
上
が
起
こ
る
理
由
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
と
い
う
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
是
永
論
﹇
二
〇
〇
八
﹈
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
心
理
学
に
よ
っ
て
炎
上
を
論
じ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
集
団
規
範
に
よ
る
説
明
は
本
章
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
た
だ
し
、
集
団
や
規
範
の
担
い
手
へ
の
言
及
が

十
分
で
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
様
々
な
集
ま
り
や
取
り
決
め
が
認
め
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
が
炎
上
に
関
係

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
章
で
取
り
上
げ
る
炎
上
の
主
た
る
関
与
者
は
、
問
題
含
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
稿
す
る
若
年

層
と
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
投
稿
者
を
批
判
・
非
難
す
る
2
ち
ゃ
ん
ね
る
圏
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る＊4
。
そ
れ
ゆ
え
炎
上
の

仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
ま
り
や
そ
の
内
部
の
取
り
決
め
、
す
な
わ
ち
、
文
化
に

焦
点
を
当
て
た
議
論
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
章
で
は
、
ま
ず
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

た
情
報
発
信
を
き
っ
か
け
と
し
た
炎
上
の
事
例
を
歴
史
的
に
整
理
し
、
類
似
現
象
と
見
な
さ
れ
る
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」

と
の
比
較
検
討
を
行
う
。
次
い
で
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
の
違
い
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
炎
上
の
発
生
と
展
開
を
「
2
ち

ゃ
ん
ね
る
の
文
化
」
と
「
若
年
層
の
携
帯
電
話
の
文
化
」
の
関
係
性
に
着
目
し
て
説
明
す
る
。
最
後
に
、
都
市
社
会
学

の
下
位
文
化
理
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
炎
上
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
都
市
化
の
関
係
を
考
察
す
る
。

一
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
炎
上
の
歴
史

一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
を
発
端
と
す
る
炎
上
の
起
源
は
、
後
述
の
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「
祭
り
」
と
共
通
す
る
面
も
あ
り
同
定
す
る
の
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
や
筆
者
の
定
期
的
な

観
察
を
総
合
す
る
と
、
二
〇
〇
五
年
八
月
に
起
き
た
「
き
ん
も
ー
っ
☆
事
件
」（
表
⑥
│
1
）
に
求
め
ら
れ
る＊5
。
同
事
件

は
、
東
京
都
江
東
区
有
明
で
開
催
さ
れ
て
い
た
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
付
近
に
出
店
し
て
い
た
飲
食
店
の
従
業
員

が
、
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者
を
「
大
量
オ
タ
。
こ
れ
ほ
ん
の
一
部
で
す
か
ら
ね
。
こ
れ
が
ぶ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

あ
っ
て
い
る
の
。
恐
い
！

き
も
い
！
」
と
誹
謗
中
傷
し
た
書
き
込
み
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
電
子
掲
示
板

サ
イ
ト
の
2
ち
ゃ
ん
ね
る
に
ス
レ
ッ
ド
が
立
て
ら
れ
た
り
、
ま
と
め
サ
イ
ト
が
作
成
さ
れ
た
り
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
大
き
な
話
題
と
な
り
、
飲
食
店
の
運
営
会
社
に
も
苦
情
が
殺
到
し
た
。
最
終
的
に
は
問
題
の
ブ
ロ
グ
は
閉
鎖
さ
れ
、

運
営
会
社
も
謝
罪
文
を
掲
載
し
た
。
そ
し
て
同
事
件
以
降
、
ブ
ロ
グ
炎
上
が
立
て
続
け
に
発
生
し
、
炎
上
と
呼
ば
れ
る

現
象
の
認
知
が
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
芸
能
人
の
ブ
ロ
グ
の
コ
メ
ン
ト
欄
に
中
傷
や
脅
迫
の
書

き
込
み
を
行
っ
た
者
が
名
誉
毀
損
や
脅
迫
の
容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
同
事
件
は
新
聞
で
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
ブ
ロ
グ
炎
上
は
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た＊6
。

有
名
人
の
ブ
ロ
グ
投
稿
を
め
ぐ
る
炎
上
は
二
〇
〇
九
年
の
事
件
以
前
も
、
そ
し
て
以
後
も
た
び
た
び
起
き
て
い
る
が
、

一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
投
稿
を
発
端
と
す
る
炎
上
は
、
ブ
ロ
グ
か
ら
移
行
し
、
ミ
ク
シ
ィ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
投
稿
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
〇
六
〜
二
〇
〇
九
年
の
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
注
目
を
集
め
た
炎
上

事
件
は
ミ
ク
シ
ィ
の
投
稿
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
に
な
る
と
炎
上
の
発
端
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
投
稿

へ
と
移
行
し
、
短
期
間
で
集
中
的
に
炎
上
が
起
き
て
い
る＊7
。

二
　
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
炎
上
の
違
い

炎
上
は
日
本
に
お
け
る
ブ
ロ
グ
の
普
及
以
後
、
定
期
的
に
発
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ロ
グ
の
普
及
前
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
相
互
行
為
で
は
諍
い
が
起
き
て
お
り
、
学
術
的
な
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
先
行
研
究
へ
の
言
及
も
か
ね
て
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」（flam

ing

）
の
議
論
に
着
目
す
る
。

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〔
以
下
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
〕
に
お
け
る
敵

対
的
で
攻
撃
的
な
相
互
行
為
」﹇Thurlow
 et al. 2004 :70

﹈
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
電

子
掲
示
板
）
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
が
集
ま
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
主
に
確
認
さ
れ
て
き
た＊8
。
そ
の
特

徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
﹇Thurlow

 et al. 2004 :70

﹈。

・
扇
動
的
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
怒
り
を
誘
発
す
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

・
無
礼
で
侮
辱
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
多
分
に
冒
瀆
的
で
不
愉
快
な
罵
倒

・
逸
脱
、
わ
い
せ
つ
、
不
適
切
な
言
語

・
雑
談
の
過
熱
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年

月

名
　
　
　
称

概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

問
題
類
型

サ
ー
ビ
ス

身
分

性
別

1
2005年

8
月
き
ん
も
ー
っ
☆
事
件

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
付
近
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
移
動
販

売
し
て
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
の
女
性（
大
学
生
）が
、
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を「
恐
い
！
き
も
い
！
」な
ど
と
誹
謗
中
傷

誹
謗
中
傷

ブ
ロ
グ

大
学
生

女
性

2

9
月
エ
ア
ロ
バ
キ
バ
キ
事
件
交
通
事
故
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
大
学
生
が
相
手
の
自
動
車
パ

ー
ツ
を
破
壊
し
た
と
吹
聴

モ
ラ
ル

ブ
ロ
グ

大
学
生

男
性

3

9
月
江
ノ
電
バ
ス
事
件

公
道
を
走
行
中
に
バ
ス
に
幅
寄
せ
さ
れ
た
こ
と
に
憤
り
、
バ
ス

会
社
に
ク
レ
ー
ム
を
入
れ
た
後
、
謝
罪
に
訪
れ
た
運
転
士
ら
の

顔
写
真
、
実
名
、
会
社
名
を
ブ
ロ
グ
に
掲
載

モ
ラ
ル

ブ
ロ
グ

フ
リ
ー
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
男
性

4
2006年

5
月
Ｔ
Ｄ
Ｃ
コ
ス
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
事
件

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
で
働
い
て
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
が
、
コ

ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を「
同
じ
世
界
に
生
き
る
人
類
と

は
思
え
な
い
」と
誹
謗
中
傷

誹
謗
中
傷

ブ
ロ
グ

ア
ル
バ
イ
ト
女
性

5

7
月
か
っ
つ
事
件

大
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
先
に
訪
れ
た
皮
膚
病
患
者
の
写
真
を
隠

し
撮
り
し
、
容
姿
を
誹
謗
中
傷

誹
謗
中
傷

ミ
ク
シ
ィ

大
学
生

男
性

6

10
月
『
ア
タ
ッ
ク
25
』
カ
ン

ニ
ン
グ
事
件

テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
で
優
勝
し
た
大
学
生
が
番
組
の
予
選

で
、「
カ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
し
た（
笑
）」と
暴
露

モ
ラ
ル

ミ
ク
シ
ィ

大
学
生

男
性

7
2007年

8
月
コ
ミ
ケ
で
キ
セ
ル
事
件
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
の
最
寄
り
駅
で
無
賃
乗
車
を
し
た

と
吹
聴

犯
罪

ミ
ク
シ
ィ

大
学
生

男
性

8
2008年

10
月
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
返
金
詐
欺

事
件

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ピ
ザ
か
ら
メ
ラ
ミ
ン
が
検
出
さ
れ

た
問
題
で
、
ピ
ザ
を
食
べ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
代
金
の

返
還
を
求
め
た
と
告
白

犯
罪

ミ
ク
シ
ィ

高
校
生

男
性

9

11
月
テ
ラ
豚
丼
事
件

牛
丼
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
店
員
が
山
盛
り
の
豚
丼
を
作
る
過
程
を

動
画
サ
イ
ト
に
投
稿

モ
ラ
ル

ニ
コ
ニ
コ

動
画

ア
ル
バ
イ
ト
男
性

10

12
月
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
異
物
混

入
事
件

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
働
い
て
い
た
高
校
生
が「
ゴ
キ
ブ
リ
を

揚
げ
て
い
た
」と
吹
聴
。
後
に
作
り
話
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
が
、
高
校
生
は
学
校
を
自
主
退
学

モ
ラ
ル

ミ
ク
シ
ィ

高
校
生

男
性

表
⑥　

主
な
炎
上
事
件

11
2009年

7
月
駐
車
通
報
仕
返
し
事
件
駐
車
を
通
報
さ
れ
た
女
子
大
生
の
交
際
相
手
が
、
通
報
者
の
車

に
醬
油
を
か
け
て
仕
返
し
し
た
と
ブ
ロ
グ
に
書
き
込
み

モ
ラ
ル

ブ
ロ
グ

大
学
生

女
性

12

10
月
ホ
ー
ム
レ
ス
暴
行
動
画

事
件

大
学
生
が
ホ
ー
ム
レ
ス
に
生
卵
を
投
げ
つ
け
る
動
画
を
ミ
ク
シ

ィ
で
公
開

犯
罪

ミ
ク
シ
ィ

大
学
生

男
性

13
2011年

1
月
ホ
テ
ル
従
業
員
に
よ
る

有
名
人
来
店
暴
露
事
件
ホ
テ
ル
の
従
業
員（
大
学
生
）が
有
名
人
来
店
を
暴
露

モ
ラ
ル

ツ
イ
ッ
タ
ー
大
学
生

女
性

14

2
月
オ
シ
ャ
レ
ゴ
リ
ラ
事
件
集
団
準
強
姦
事
件
に
関
し
て
女
性
の
非
を
指
摘
す
る
コ
メ
ン
ト

を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿

モ
ラ
ル

ツ
イ
ッ
タ
ー
大
学
生

男
性

15

4
月
東
電
新
入
社
員
ミ
ク
シ

ィ
炎
上
事
件

東
京
電
力
の
新
入
社
員
と
名
乗
る
女
性
が
、
同
社
を
批
判
す
る

人
た
ち
を
疑
問
視
す
る
書
き
込
み
を
掲
載

モ
ラ
ル

ミ
ク
シ
ィ

会
社
員

女
性

16

5
月
ア
デ
ィ
ダ
ス
社
員
顧
客

中
傷
事
件

ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
に
勤
務
す
る
女
性
社
員
が
、
自
身
が
勤
務
す

る
店
舗
を
訪
れ
た
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
そ
の
家
族
を
誹
謗
中
傷
す

る
内
容
を
投
稿

誹
謗
中
傷
ツ
イ
ッ
タ
ー
会
社
員

女
性

17

7
月
な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

宴
席
実
況
事
件

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代
表
選
手
と
の
宴
席
で
、
同
席
者
が
選

手
の
発
言
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
実
況

モ
ラ
ル

ツ
イ
ッ
タ
ー
大
学
生

男
性

18

8
月
大
学
生
読
者
モ
デ
ル
炎

上
事
件

読
者
モ
デ
ル
の
大
学
生
が
性
犯
罪
、無
賃
乗
車
、飲
酒
、喫
煙
等

を
示
唆
す
る
内
容
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
書
き
込
み

犯
罪

ツ
イ
ッ
タ
ー
大
学
生

男
性

19

11
月
一
人
飯
男
性
中
傷
事
件
女
子
短
大
生
が
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
食
事
を
し
て
い
た
男
性

を
撮
影
し
、
容
姿
を
誹
謗
中
傷
す
る
内
容
を
ブ
ロ
グ
に
投
稿

誹
謗
中
傷

ブ
ロ
グ

短
大
生

女
性

20

11
月
ア
パ
レ
ル
店
員
窃
盗
告

白
事
件

服
飾
店
の
女
性
店
員
が
ゲ
ー
ム
機
を
置
き
引
き
し
、
転
売
し
た

と
ブ
ロ
グ
に
投
稿

犯
罪

ブ
ロ
グ

ア
ル
バ
イ
ト
女
性

※
表
の
作
成
に
際
し
て
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
〜
二
〇
一
一
年
一
一
月
の
期
間
で
以
下
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
主
な
事
例
を
選
択
し
た
。

　

①
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
投
稿
を
き
っ
か
け
と
す
る
、
②
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
ニ
ュ
ー
ス
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
板
で
ス
レ
ッ
ド
が
継
続
的
に
作
成
さ
れ
た
、
③
2
ち
ゃ
ん
ね
る

の
ス
レ
ッ
ド
の
内
容
を
ま
と
め
た
サ
イ
ト（
い
わ
ゆ
る「
ま
と
め
サ
イ
ト
」や「
ま
と
め
ブ
ロ
グ
」）、
お
よ
び
ア
マ
チ
ュ
ア
が
運
営
す
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
事
件
と
関

連
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
、
④
関
連
書
籍﹇
荻
上 

二
〇
〇
七
／
小
林 

二
〇
一
一
ほ
か
﹈で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
番
号
、
名
称
、
問
題
類
型
は
筆
者
が
便
宜
的
に
付
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
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・
嘲
笑
的
コ
メ
ン
ト

炎
上
の
事
例
に
目
を
向
け
る
と
、
一
方
で
、
炎
上
の
引
き
金
と
な
っ
た
投
稿
に
は
「
大
量
オ
タ
。〔
略
〕
恐
い
！

き

も
い
！
」（
表
⑥
│
1
）、「
ち
ょ
お
キ
モ
い
の
い
た
」（
表
⑥
│
19
）
と
い
っ
た
他
人
を
侮
辱
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、「
ピ
ザ

食
っ
て
な
い
の
に
ピ
ザ
の
代
金
返
還
を
求
め
、〔
略
〕
三
〇
〇
〇
円
ほ
ど
か
せ
が
せ
て
い
た
だ
い
た
」（
表
⑥
│
8
）
と
い

っ
た
逸
脱
や
不
適
切
と
判
断
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
で
、
問
題
の
投
稿
を
批
判
・
非
難
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
「
バ
カ
」
や
「
ク
ズ
」
と
い
っ
た
投
稿
者
を
罵
倒
す
る
言
葉
が
見
受
け
ら
れ
る＊9
。
こ
う
し
た
特
徴
を
ふ
ま

え
る
と
、
炎
上
は
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の
一
種
の
よ
う
に
映
る
。
だ
が
、
異
な
る
現
象
と
し
て
把
握
す
べ
き
と
考
え
る
。
こ

の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
既
存
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
論
の
批
判
的
な
考
察
を
行
っ
た
パ
ト
リ
ッ
ク
・
オ
サ
リ
バ
ン
と

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
フ
ラ
ナ
ギ
ン
の
研
究
を
参
照
す
る
﹇O

’Sullivan and Flanagin 2003

﹈。

彼
ら
は
、
既
存
研
究
に
お
け
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の
定
義
の
曖
昧
さ
を
指
摘
し
な
が
ら
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
で
見
受
け
ら
れ
る
攻

撃
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
相
互
行
為
の
す
べ
て
を
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
と
見
な
す
こ
と
を
疑
問
視
す
る
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
議
論
を
展
開
す
る
中
で
彼
ら
が
着
目
す
る
の
は
、
相
互
行
為
が
展
開
さ
れ
る
状
況
の
規
範
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
バ

カ
」
や
「
ク
ズ
」
と
い
っ
た
罵
倒
を
含
意
す
る
言
葉
の
応
酬
が
相
互
行
為
の
中
で
見
受
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
や
り
と
り
を
行
っ
て
い
る
者
た
ち
が
「
言
葉
遊
び
」
や
「
ジ
ョ
ー
ク
」
と
認
識
し
て
い
る
場
合
に
は
相
互
行
為

の
規
範
は
侵
害
さ
れ
て
お
ら
ず
、
敵
対
的
で
攻
撃
的
な
相
互
行
為
で
あ
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
は
該
当
し
な
い
。

関
連
し
て
、
既
存
研
究
で
は
「
第
三
者
」
の
存
在
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
オ
サ
リ
バ
ン
と
フ
ラ
ナ
ギ
ン
は
指
摘
す
る
。

仮
に
、
右
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
「
第
三
者
」
が
問
題
視
し
て
も
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
「
送
信
者
」
と
「
受
信
者
」
が
適

切
と
認
識
し
て
い
る
場
合
、
相
互
行
為
の
規
範
は
侵
害
さ
れ
て
お
ら
ず
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
は
あ
た
ら
な
い
。

外
部
の
観
察
者
が
悪
意
を
含
意
す
る
言
葉
を
確
認
し
て
も
、
相
互
行
為
を
行
っ
て
い
る
者
の
一
方
あ
る
い
は
両
方

に
と
っ
て
は
、
習
慣
的
合
図
、
ユ
ー
モ
ア
の
一
種
、
道
理
に
か
な
う
叱
責
、
故
意
だ
と
わ
か
る
低
俗
な
言
葉
、
特

定
の
作
業
合
意
に
基
づ
く
非
規
範
的
な
言
葉
の
意
図
的
利
用
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

 

﹇O
’Sullivan and Flanagin 2003 :73

﹈

こ
う
し
た
指
摘
を
ふ
ま
え
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
集
ま
り
で
罵
倒
や
中
傷
を
含
意
す
る

や
り
と
り
を
見
か
け
て
も
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ

の
知
見
は
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
炎
上
の
違
い
を
示
す
う
え
で
有
効
で
あ
る
。

炎
上
の
引
き
金
と
な
っ
た
投
稿
に
は
侮
蔑
や
逸
脱
に
該
当
す
る
言
葉
が
見
受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
「
受
信
者
」
が
問
題
視
し
て
い
る
形
跡
は
な
い
。「
受
信
者
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
当
て
は
ま
る
「
マ
イ
ミ
ク
シ

ィ
」
の
登
録
者
（
ミ
ク
シ
ィ
）
や
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
」（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
は
、「
送
信
者
」
の
友
人
や
知
り
合
い
が
主
で
あ
る＊10

。

そ
れ
ゆ
え
、
侮
蔑
や
逸
脱
の
言
葉
を
含
む
投
稿
は
、
ジ
ョ
ー
ク
や
雑
談
を
意
味
し
、
そ
れ
ら
は
相
互
行
為
の
円
滑
な
展

開
に
寄
与
す
る
。
実
際
に
、
炎
上
の
事
例
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
「
送
信
者
」
と
「
受
信
者
」
の
間
で
諍
い
（
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
）
は
発
生
し
て
い
な
い
。
問
題
含
み
の
投
稿
を
批
判
・
非
難
し
て
い
る
の
は
、
主
に
電
子
掲
示
板
サ
イ
ト
2
ち
ゃ
ん
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ね
る
圏
に
集
う
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
、
す
な
わ
ち
「
第
三
者
」
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
炎
上
の
過
程
で
「
第
三
者
」
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
「
受
信
者
」
と
な
り
、「
送
信
者
」
と
の
間
で
罵
倒
や
中

傷
の
応
酬
、
す
な
わ
ち
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
だ
が
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
者
が
炎
上
の
発

生
を
認
知
し
た
後
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
消
去
し
た
り
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
を
解
除
し
た
り
す
る
」
と
い
う
炎
上
で
た

び
た
び
見
か
け
る
過
程
へ
と
移
行
し
た
場
合
、
第
三
者
の
立
場
は
据
え
置
か
れ
る
。
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
圏
域
に
集
う
ユ

ー
ザ
ー
た
ち
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信
者
を
罵
り
続
け
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
応
答
が
欠
如
す
る
場
合
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

は
成
立
し
な
い
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
と
「
炎
上
」
は
、
見
か
け
は
類
似
す
る
現
象
で
あ
る
が
、

区
別
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

三
　
炎
上
が
起
こ
る
理
由
│
│
異
な
る
文
化
圏
の
衝
突

前
節
で
は
オ
サ
リ
バ
ン
と
フ
ラ
ナ
ギ
ン
の
議
論
を
参
考
に
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
炎
上
の
違
い
を
示
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
送
信
者
と
受
信
者
の
間
で
諍
い
が
発
生
せ
ず
、
第
三
者
が
一
方
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
問
題
視
す
る
こ
と
で
成
立
す
る

炎
上
は
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
は
区
別
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
概
念
整
理
を
ふ
ま
え
、
本
節
で
は
、
問
題
含

み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
稿
す
る
送
信
者
と
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
投
稿
者
に
対
し
て
集
中
的
な
批
判
や
非
難
を
浴
び
せ

る
第
三
者
に
着
目
し
て
、
炎
上
が
起
こ
る
理
由
を
説
明
し
て
い
く
。

1
　
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化

ま
ず
は
、
問
題
の
投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
転
載
さ
れ
、
批
判
や
非
難
が
起
こ
る
電
子
掲
示
板
サ
イ
ト
2
ち
ゃ
ん
ね
る
に

目
を
向
け
る
。
考
察
を
進
め
る
う
え
で
参
考
と
な
る
の
は
「
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
る
。
祭
り
と
は
、
2
ち
ゃ

ん
ね
る
の
特
定
ス
レ
ッ
ド
が
一
つ
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
状
態
を
指
す
。
祭
り
の
有
名
な
事
例
と
し
て
、
タ
レ

ン
ト
の
不
祥
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
米
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
に
大
量
の
投
票
が
行
わ
れ
た
「
田
代
祭

り
」（
二
〇
〇
一
年
）
や
、
丸
紅
の
直
販
サ
イ
ト
で
販
売
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
値
段
の
誤
表
記
に
よ
る
大
量
注
文
を
き
っ

か
け
と
し
て
起
き
た
「
丸
紅
Ｐ
Ｃ
祭
り
」（
二
〇
〇
三
年
）、「
ラ
イ
ブ
ド
ア
球
団
名
公
募
祭
り
」（
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る＊11

。

こ
れ
ら
の
祭
り
と
呼
ば
れ
る
現
象
は
突
発
的
に
発
生
し
、
一
部
を
除
い
て
各
々
の
関
連
性
は
な
い
。
た
だ
し
、
次
の

よ
う
な
共
通
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
話
題
の
継
続
性
で
あ
る
。
祭
り
の
主
た
る
発
生
源
で
あ
る
2
ち
ゃ

ん
ね
る
の
「
ニ
ュ
ー
ス
速
報
板
」
で
は
、
通
常
、
一
つ
の
話
題
に
関
す
る
ス
レ
ッ
ド
は
短
期
間
で
消
費
さ
れ
、
継
続
す

る
こ
と
は
少
な
い
。
だ
が
、
祭
り
の
際
に
は
ス
レ
ッ
ド
が
継
続
的
に
立
て
ら
れ
、
数
日
〜
数
十
日
に
わ
た
っ
て
書
き
込

み
が
続
く
。
第
二
に
、
掲
示
板
サ
イ
ト
外
へ
の
展
開
が
挙
げ
ら
れ
る
。
2
ち
ゃ
ん
ね
る
で
祭
り
が
起
こ
る
と
、
各
種
の

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
祭
り
の
概
要
を
ま
と
め
た
サ
イ
ト
（
ま
と
め
サ
イ
ト
）
が
作
成
さ
れ
た
り
す

る
。
第
三
に
、
祭
り
は
ウ
ェ
ブ
内
に
と
ど
ま
ら
ず
「
オ
フ
（
会
）」
の
よ
う
な
物
理
的
な
場
所
で
の
活
動
に
発
展
す
る
こ

と
も
あ
る
。
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こ
う
し
た
祭
り
の
展
開
は
炎
上
で
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
、
炎
上
関
連
の
ス
レ
ッ
ド
は
祭
り
と
同
様
に
継
続
す
る
。

そ
の
間
に
掲
示
板
外
の
様
々
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
活
動
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
に
と

ど
ま
ら
ず
、
炎
上
を
招
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
者
が
所
属
す
る
組
織
等
へ
の
電
話
（
通
称
「
電で
ん

凸と
つ

」）
や
、
投
稿
者
の

居
住
地
へ
の
訪
問
（
通
称
「
凸と
つ

」
あ
る
い
は
「
ス
ネ
ー
ク
」）
と
い
っ
た
物
理
的
な
場
所
で
の
活
動
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
う
し
た
双
方
の
類
似
性
は
過
程
だ
け
で
な
く
、
現
象
の
原
理
に
も
認
め
ら
れ
る
。

2
ち
ゃ
ん
ね
る
に
馴
染
み
の
な
い
者
に
と
っ
て
、
祭
り
は
不
可
解
な
現
象
で
あ
ろ
う
。「
丸
紅
Ｐ
Ｃ
祭
り
」
は
「
安
値

で
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
で
き
る
」
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
理
由
が
あ
る
。
だ
が
、「
田
代
祭
り
」
や
「
ラ
イ
ブ
ド
ア
球
団
名

公
募
祭
り
」
な
ど
は
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
が
盛
り
上
が
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
問
題
を
理
解
す
る
に
は
2
ち
ゃ
ん
ね

る
の
文
化
へ
の
言
及
が
必
要
と
な
る
。

同
掲
示
板
サ
イ
ト
の
文
化
は
「
ネ
タ
的
」﹇
鈴
木 

二
〇
〇
二
﹈
や
「
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
」﹇
北
田 

二
〇
〇
五
﹈
と
い
っ
た
指
摘

に
集
約
さ
れ
る
。
2
ち
ゃ
ん
ね
る
で
は
ア
ス
キ
ー
ア
ー
ト
や
ス
ラ
ン
グ
を
交
え
な
が
ら
、
取
る
に
足
ら
な
い
話
題
が
真

剣
に
扱
わ
れ
、
社
会
的
に
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
冗
談
、
皮
肉
、
嘲
笑
交
じ
り
の
書
き
込
み
が
行
わ
れ
る
。
祭
り
は

そ
う
し
た
ネ
タ
的
と
も
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
と
も
評
さ
れ
る
文
化
を
象
徴
す
る
現
象
と
い
え
る
。
不
祥
事
を
起
こ
し
た
タ
レ

ン
ト
へ
の
大
量
投
票
や
新
球
団
名
の
応
募
は
明
ら
か
な
悪
ふ
ざ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
は
自
ら
の
活
動

が
悪
ふ
ざ
け
で
あ
り
、
結
果
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
、
真
剣
に
活
動
へ
と
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
行
動
様
式
は
炎
上
に
も
見
ら
れ
る
。

炎
上
も
祭
り
と
同
じ
く
、
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
が
盛
り
上
が
る
理
由
が
わ
か
り
づ
ら
い
側
面
が
あ
る
。
多
く
の
事
例
で
見

ら
れ
る
犯
罪
の
吹
聴
や
誹
謗
中
傷
に
対
す
る
批
判
や
非
難
は
理
解
し
や
す
い
。
し
か
し
他
方
で
、
宴
席
で
の
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
発
言
を
同
席
者
の
大
学
生
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
実
況
し
た
事
件
（
表
⑥
│
17
）
な
ど
は
、
大
学
生
の
行
為
が
不
適
切

で
あ
り
、
当
時
渦
中
に
あ
っ
た
人
物
が
関
係
し
て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
犯
罪
の
吹
聴
や
誹
謗
中
傷
に

比
べ
て
炎
上
が
起
こ
る
理
由
が
わ
か
り
づ
ら
い
。
だ
が
、
ネ
タ
や
嘲
笑
の
対
象
と
し
て
は
要
件
を
満
た
し
て
い
た
。

同
事
件
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
実
況
を
行
っ
た
大
学
生
の
容
姿
が
映
っ
た
画
像
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
公

開
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
に
よ
り
投
稿
者
は
「
リ
ア
充
」
と
見
な
さ
れ
た
。「
リ
ア
充
」
と
は
、
現
実

の
生
活
（
＝
リ
ア
ル
）
が
充
実
し
て
い
る
人
で
、
主
に
友
人
・
知
人
と
の
交
流
や
異
性
の
交
際
相
手
に
恵
ま
れ
た
若
者
を

指
す
。
リ
ア
充
は
2
ち
ゃ
ん
ね
る
を
発
祥
と
す
る
ネ
ッ
ト
ス
ラ
ン
グ
で
あ
り
、
同
サ
イ
ト
内
で
は
、
嫉
妬
を
伴
い
な
が

ら
、
ネ
タ
と
し
て
扱
わ
れ
、
時
に
皮
肉
や
嘲
笑
の
対
象
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪
の
吹
聴
や
誹
謗
中
傷
の
よ
う
に
明

白
な
非
が
な
く
て
も
炎
上
へ
と
発
展
す
る
。
炎
上
を
招
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
投
稿
者
の
属
性
と
し
て
「
大
学
生
」
が
多
数

を
占
め
る
が
、
そ
れ
は
「
リ
ア
充
」
を
は
じ
め
と
し
て
「
ゆ
と
り
」
や
「
Ｄ
Ｑ
Ｎ
」
と
い
っ
た
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
内
で

ネ
タ
に
さ
れ
、
嘲
笑
さ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
大
学
生
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る＊12

。

本
節
で
は
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
祭
り
を
手
が
か
り
に
炎
上
の
成
り
立
ち
を
説
明
し
た
。
祭
り
と
炎
上
は
完
全
に
同
一
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
祭
り
は
炎
上
の
よ
う
に
批
判
や
非
難
が
伴
わ
ず
、
掲
示
板
サ
イ
ト
の
中
で
完
結
す
る
場
合
も
あ

る
。
し
か
し
、
双
方
と
も
現
象
の
仕
組
み
は
共
通
し
て
い
る
。
炎
上
に
見
ら
れ
る
批
判
や
非
難
は
、
投
稿
者
の
反
省
や

所
作
の
改
善
を
真
剣
に
追
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
の
投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
投
稿
者
の
素
性
を
ネ
タ
に
相
互
行
為

を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
投
稿
者
に
対
し
て
所
属
組
織
か
ら
下
さ
れ
た
譴
責
や
処
分
の
情
報
を
通
じ
て
「
他
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人
の
不
幸
で
今
日
も
飯
が
う
ま
い
（
メ
シ
ウ
マ
）」、
あ
る
い
は
「
ざ
ま
ぁ（
ざ
ま
あ
み
ろ
）」
と
あ
ざ
笑
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
が
ゆ
え
に
炎
上
は
成
り
立
つ
。
こ
う
し
た
文
化
は
2
ち
ゃ
ん
ね
る
に
親
和
的
で
は
な
い
者
に
は
不
愉
快
に
映
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
で
は
一
種
の
規
範
な
の
で
あ
り
、
炎
上
は
そ
の
規
範
、
す
な
わ
ち
文
化
を
反
映
し
た
現

象
と
言
え
る
。

2
　
若
年
層
を
中
心
と
す
る
携
帯
電
話
の
文
化

前
項
で
は
、
炎
上
が
成
立
す
る
過
程
を
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
次
い
で
、
炎
上
の
引
き
金
と

な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
、
な
ら
び
に
そ
の
投
稿
者
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

ま
ず
一
つ
の
前
提
と
し
て
、
投
稿
者
は
自
身
の
投
稿
が
2
ち
ゃ
ん
ね
る
、
な
ら
び
に
そ
の
圏
域
で
ネ
タ
に
さ
れ
、
炎

上
に
発
展
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
い
た
ら
、
問
題
含
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
稿
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
や
り
と
り
で
は
、
相
互
行
為
の
相
手
を
挑
発
す
る
「
煽

り
」
や
、
過
剰
な
反
応
が
見
込
め
そ
う
な
話
題
を
あ
え
て
提
起
す
る
「
釣
り
」
の
よ
う
に
、
問
題
含
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
意
図
的
に
投
稿
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
だ
が
、
炎
上
を
招
い
た
投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
「
煽
り
」
や
「
釣
り
」
の
特
徴

は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
投
稿
者
の
不
注
意
が
炎
上
の
引
き
金
と
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
を
招
い
た
、
と
言
え
そ

う
で
あ
る
。
だ
が
、
類
似
の
事
象
が
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
こ
と
や
、
投
稿
者
の
属
性
が
大
学
生
を
中
心
と
す
る
若
年

層
に
集
中
し
て
い
る
と
い
っ
た
規
則
性
に
着
目
す
る
と
、
問
題
含
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
投
稿
さ
れ
る
理
由
は
個
人
の
問

題
に
還
元
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
論
点
が
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
本
項
で
は
、
若
年
層
の
日
常
生
活
の
相

互
行
為
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
携
帯
電
話
の
利
用
に
着
目
し
て
、
炎
上
の
原
因
と
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
投
稿
さ
れ

る
理
由
を
探
っ
て
い
く＊13

。

前
述
の
と
お
り
、
炎
上
を
招
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
者
は
大
学
生
を
中
心
と
し
た
若
年
層
に
集
中
し
て
い
る
。
一

九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
生
ま
れ
た
彼
ら
は
「
86
世
代
」﹇
橋
元
ほ
か 

二
〇
一
〇
﹈
と
も
呼
ば
れ
、「
ケ

ー
タ
イ
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
が
非
常
に
高
く
、
ケ
ー
タ
イ
を
メ
イ
ン
に
情
報
収
集
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な

っ
て
」
い
る
と
言
わ
れ
る
﹇
橋
元
ほ
か 

二
〇
一
〇
：
五
三
﹈。
彼
ら
は
中
学
生
や
高
校
生
の
頃
か
ら
携
帯
電
話
を
所
持
し
、

友
人
や
知
り
合
い
と
の
携
帯
電
話
を
通
じ
た
相
互
行
為
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た＊14

。
そ
の
手
段
の
中
心
は
「
ケ
ー
タ
イ
メ

ー
ル
」
で
あ
ろ
う
が
、「
プ
ロ
フ
」
も
看
過
で
き
な
い
。

プ
ロ
フ
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
の
略
称
で
、
携
帯
電
話
か
ら
の
利
用
に
適
し
た
自
己
紹
介
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
二

〇
〇
六
年
頃
か
ら
流
行
し
、
利
用
者
の
大
半
は
中
高
生
が
占
め
て
い
る
と
い
う
﹇
佐
野 

二
〇
〇
七
／
渡
辺 

二
〇
一
〇
ほ
か
﹈。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
容
易
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
質
問
に
答
え
る
だ
け
で
サ
イ
ト
が
生
成
さ
れ
る
。
そ
の

質
問
項
目
は
、
名
前
（
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
）、
性
別
、
誕
生
日
、
星
座
な
ど
の
個
人
情
報
か
ら
、
好
き
な
食
べ
物
、
好
き

な
異
性
の
タ
イ
プ
、
将
来
の
夢
と
い
っ
た
性
向
や
自
己
表
現
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
プ
ロ
フ
は
一
見
す

る
と
自
己
紹
介
を
す
る
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
映
る
が
、
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
（
掲
示
板
）、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ブ
ロ
グ
、
メ

ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
機
能
も
備
わ
っ
て
お
り
、
友
人
や
知
り
合
い
と
の
交
流
も
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
プ
ロ
フ
は
同

世
代
の
仲
間
内
の
関
係
を
紡
ぐ
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
﹇
佐
野 

二
〇
〇
七
／
土
井 

二
〇
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〇
八
ほ
か
﹈。

な
ぜ
プ
ロ
フ
に
着
目
す
る
の
か
。
プ
ロ
フ
は
携
帯
電
話
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
も
中
高
生
が
中
心
で
あ
る
こ

と
を
ふ
ま
え
る
と
、
ブ
ロ
グ
、
ミ
ク
シ
ィ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
の
投
稿
を
き
っ
か
け
と
す
る
炎
上
と
結
び
つ
か
な
い
よ
う

に
映
る
。
し
か
し
、
炎
上
を
招
い
た
投
稿
者
の
ミ
ク
シ
ィ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ホ
ー
ム
画
面
を
見
る
と
、
プ
ロ
フ
と
の
類

似
性
が
確
認
さ
れ
る＊15

。

ミ
ク
シ
ィ
へ
の
投
稿
を
引
き
金
と
し
た
「
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
返
金
詐
欺
事
件
」（
表
⑥
│
8
）
で
は
、
金
銭
を
だ
ま
し
取
っ

た
と
日
記
に
書
き
込
ん
だ
二
名
の
高
校
生
は
、
同
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
画
面
に
自
身
の
名
前
（
本
名
）、
年
齢
、
誕
生
日
、

学
校
名
と
い
っ
た
個
人
情
報
を
掲
載
し
て
い
た
。
加
え
て
、
趣
味
、
自
己
紹
介
、
好
き
な
ペ
ッ
ト
、
好
き
な
有
名
人
、
好

き
な
言
葉
と
い
っ
た
性
向
や
自
己
表
現
も
掲
載
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
プ
ロ
フ
の
項
目
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
問

題
と
な
っ
た
日
記
に
は
同
年
代
の
友
人
や
知
り
合
い
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
が
投
稿
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

も
プ
ロ
フ
に
設
置
さ
れ
た
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
へ
の
書
き
込
み
と
類
似
し
て
い
る
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
炎
上
事
件
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
の
宴
席
を
実
況
し
て
問
題
視
さ

れ
た
事
件
（
表
⑥
│
17
）
で
は
、
フ
ォ
ロ
ー
関
係
に
あ
る
友
人
や
知
り
合
い
に
向
け
て
実
況
や
返
信
を
し
て
い
る
。
ツ
イ

ッ
タ
ー
は
投
稿
者
と
面
識
の
な
い
者
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
同
事
件
の
引
き
金
と
な
っ
た

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
や
り
と
り
を
見
る
限
り
、
知
り
合
い
以
外
の
第
三
者
に
見
ら
れ
て
い
る
意
識
は
低
い
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
投
稿
者
は
ミ
ク
シ
ィ
の
ホ
ー
ム
画
面
に
名
前
（
本
名
）、
現
住
所
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
、
学
歴
と
い
っ
た
個
人
情
報
を

公
開
し
、
好
き
な
音
楽
や
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
趣
味
を
紹
介
し
て
い
た
。

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
、
投
稿
者
が
実
際
に
プ
ロ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
プ
ロ
フ
と
通
じ
る
作
法
で
ミ
ク
シ
ィ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
個
人
情
報
の
呈
示
を
通
じ
て
友
人
や
知
り
合
い
と
の
交
流
を
図
る
行
動
様
式
は
、
な
ぜ
炎
上
の
引
き
金
と
な
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
投
稿
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
へ
の
理
解
を
も
た
ら
す
。

前
述
の
よ
う
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
友
人
や
知
り
合
い
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
投
稿
者
は
炎
上
を
招
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
第
三
者
に
閲
覧
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
仲
間
内
で
は
問

題
視
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、「
裏
領
域
の
行
動
」﹇G

offm
an 1959

﹈
の
よ
う
に
、
仲
間
内
で
の
隔
意
の
な
さ

を
表
す
や
り
と
り
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
壁
や
扉
で
隔
て
ら
れ
た
「
裏
領
域
」
は
な
い
。
そ

し
て
、
ブ
ロ
グ
、
ミ
ク
シ
ィ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
は
携
帯
電
話
向
け
に
調
整
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
の
た
め
投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
友
人
や
知
り
合
い
で
は
な
い
第
三
者
に
発
見
・
閲
覧
さ
れ
る
可
能
性
は
携

帯
電
話
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
高
い
。
結
果
と
し
て
、
投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
誹
謗
中
傷
や
反
道
徳
的
な
行
為
と
判
断

さ
れ
、
さ
ら
に
ネ
タ
と
し
て
扱
わ
れ
な
が
ら
、
炎
上
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

3
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
と
異
な
る
文
化
圏
の
接
触
・
衝
突

炎
上
の
発
生
に
は
、
一
方
に
お
け
る
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
と
、
他
方
に
お
け
る
若
年
層
が
担
う
携
帯
電
話
の
文
化

が
関
係
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
双
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
根
ざ
し
な
が
ら
も
接

点
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
双
方
が
接
点
を
持
ち
、
炎
上
へ
と
至
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
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ま
ず
、
一
方
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
文
化
の
広
が
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
若
年

層
は
ブ
ロ
グ
、
ミ
ク
シ
ィ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
プ
ロ
フ
的
な
作
法
、
す
な
わ
ち
、
面
識
の
あ
る
他
者

と
交
流
す
る
手
段
と
し
て
用
い
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
元
々
は
携
帯
電
話
向
け
に
設
計
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
は

な
い＊16

。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ロ
フ
の
よ
う
に
利
用
者
属
性
や
技
術
的
特
性
に
よ
り
相
互
行
為
の
領
域
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ブ
ロ
グ
、
ミ
ク
シ
ィ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
携
帯
電
話
を
通
じ
た
利
用
に
対
応
し
、
若
年
層
は
主
に
携
帯

電
話
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
相
互
行
為
の
領
域
は
利
用
者
の
意
図
に
か
か
わ
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
全
域
に
広
が
る
。

他
方
で
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
も
通
時
的
に
見
る
と
日
本
社
会
を
文
脈
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
広
が
り
を

示
し
て
い
る
。
2
ち
ゃ
ん
ね
る
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ア
ン
グ
ラ
＝
Ｕ
Ｇ
）
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
文
化
を
継
承
す
る
掲
示
板
で
、
そ
の
文
化
も
特
異
で
あ
っ
た
。
同
掲
示
板
サ
イ
ト
の
文
化
を
象
徴
す
る
ア
ス
キ
ー

ア
ー
ト
や
ス
ラ
ン
グ
は
「
内
輪
」
の
繫
が
り
を
担
保
す
る
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
﹇
北
田 

二
〇
〇
五
／
濱
野 

二
〇
〇
八
﹈、

そ
の
よ
う
な
作
法
は
外
部
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
持
ち
込
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
﹇
加
野
瀬 

二
〇
一
〇
﹈。
し
か
し
、
利

用
者
が
増
加
し
、
社
会
の
関
心
を
集
め
る
に
つ
れ
、
掲
示
板
文
化
の
認
知
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
や
動

画
投
稿
サ
イ
ト
の
よ
う
な
新
し
い
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
も
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
は
波
及
し
、
掲
示
板
の
投
稿
を

ま
と
め
た
ブ
ロ
グ
（
ま
と
め
サ
イ
ト
）
や
「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
な
ど
は
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
を
集
め
て
い
る
。
も
と
も
と
掲

示
板
内
で
完
結
す
る
祭
り
の
一
つ
と
も
言
え
る
炎
上
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
運
営
す
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
や
ま
と
め
サ
イ

ト
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
時
に
は
、
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「Yahoo! JA

PA
N

」
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）
や
、

雑
誌
・
新
聞
等
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
文
化
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る＊17

。
も

ち
ろ
ん
、「
2
ち
ゃ
ん
ね
る
的
な
も
の
が
ネ
ッ
ト
の
全
域
を
覆
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」﹇
東
・
濱
野
編 

二
〇
一
〇
：
四

七
四
﹈。
た
だ
し
、
時
勢
と
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
伴
い
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

若
年
層
が
中
心
を
担
う
携
帯
電
話
の
文
化
と
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
双
方
の
文
化
圏
の
間

に
は
境
界
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
普
及
し
、
利
用
さ
れ
る
過
程
で
、
双
方
の
文
化
圏
は
拡

大
し
、
接
触
を
持
つ
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
同
時
に
炎
上
が
発
生
す
る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
川
上
量
生
﹇
二
〇
一
四
﹈
は
、
一
方
で
、
比
較
的
古
く
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
慣
れ
親
し
み
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る

の
文
化
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
文
化
に
親
和
的
な
人
た
ち
を
「
ネ
ッ
ト
原
住
民
」
と
定
義
し
、
他
方
で
、
携
帯

電
話
の
文
化
に
親
和
的
で
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
流
行
・
普
及
と
と

も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
へ
参
入
し
て
き
た
人
た
ち
を
「
ネ
ッ
ト
新
住
民
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、
炎
上
を
双
方
の

住
民
間
の
「
文
化
的
衝
突
」
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
川
上
の
指
摘
も
ふ
ま
え
て
炎
上
が
生
じ
た
仕
組
み
を
説
明
す
る

な
ら
ば
、
炎
上
と
い
う
の
は
、
異
な
る
文
化
圏
、
お
よ
び
そ
の
文
化
圏
に
属
す
る
人
々
の
間
の
接
触
・
衝
突
に
よ
っ
て

生
じ
た
現
象
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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四
　
下
位
文
化
理
論
か
ら
見
る
炎
上
│
│
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
都
市
化

前
節
で
は
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
と
、
若
年
層
が
中
心
を
担
う
携
帯
電
話
の
文
化
の
双
方
に
着
目
し
て
炎
上
が
発
生

す
る
仕
組
み
を
論
じ
た
。
炎
上
と
い
う
現
象
を
研
究
対
象
と
し
て
設
定
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
文
化
圏
の

接
触
と
衝
突
と
い
う
観
点
か
ら
炎
上
を
説
明
し
た
本
章
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
見
ら
れ
る
新
た
な
現
象
を
論
じ
た

試
み
と
し
て
評
価
し
う
る
。
だ
が
こ
こ
で
論
を
終
え
る
と
、
と
も
す
る
と
（
間
々
あ
る
）
新
し
い
現
象
を
取
り
上
げ
た
だ

け
の
議
論
に
と
ど
ま
り
か
ね
な
い
。
要
す
る
に
、
学
術
的
な
示
唆
が
乏
し
い
ま
ま
に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で

以
下
で
は
炎
上
に
類
す
る
文
化
現
象
に
着
目
し
て
考
察
の
発
展
を
試
み
る
。
そ
の
際
に
着
目
す
る
の
は
、
都
市
社
会
学

の
下
位
文
化
理
論
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
異
な
る
下
位
文
化
を
持
つ
集
団
の
成
員
間
で
生
じ
る
摩
擦
や
紛
争
で
あ
る
。

下
位
文
化
理
論
は
、
都
市
社
会
学
者
の
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
提
示
し
た
理
論
で
、
都
市
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
基
盤
と
す
る
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
お
よ
び
特
徴
を
、
通
念
と
は
異
な
る
独
特
の
信
念
、
価
値
、
規

範
、
慣
習
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
「
下
位
文
化
」
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
こ
の
理
論
は
四

つ
の
基
本
命
題
と
三
つ
の
派
生
命
題
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
「
場
所
が
都
市
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
下

位
文
化
の
強
度
は
増
大
す
る
」﹇Fischer 1975=

2012 :138

﹈
と
い
う
下
位
文
化
の
強
化
に
関
す
る
命
題
に
お
い
て
、
異
な

る
文
化
を
有
す
る
集
団
間
の
文
化
的
衝
突
に
相
当
す
る
言
及
が
認
め
ら
れ
る
。

下
位
文
化
の
強
度
を
促
進
す
る
第
二
の
過
程
は
、
集
団
間
関
係
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
場
所
に
お
け
る

下
位
文
化
の
多
様
性
と
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
下
位
文
化
同
士
の
対
照
と
紛
争
が
増
大
し
、
そ
の
結

果
、
下
位
文
化
の
強
度
が
増
大
す
る
。
集
団
の
水
準
に
お
い
て
は
、
共
住
が
可
能
に
す
る
競
争
と
紛
争
は
、
内
集

団
の
凝
集
性
を
促
進
す
る
。 

﹇Fischer 1975=
2012 :140

﹈

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
提
示
し
た
下
位
文
化
理
論
は
地
理
的
な
場
所
を
基
盤
と
す
る
都
市
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
視
座
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
現
象
へ
展
開
す
る
こ
と
が
妥
当
か
否
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
。
だ
が
、
炎
上
の

考
察
を
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
炎
上
と
い
う
現
象
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
へ
の
人
口
の
増
加
と
い
う
観
点
か
ら
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
下
位
文
化
理
論
は
、
都
市
へ
の
人
口
の
集
中
を
変
数
と
す
る
理
論
で
あ
り
、
そ
の
理
論
に

依
拠
す
る
な
ら
ば
、
炎
上
と
い
う
文
化
的
衝
突
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
人
口
の
集
中
に
よ
っ
て
生
じ
た

現
象
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
一
節
で
示
し
た
炎
上
の
事
例
に
目
を
向
け
る
と
（
表
⑥
参
照
）、
炎
上
は
継
続
し
て
発
生

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
炎
上
が
頻
発
す
る
の
は
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
「
新
し

い
」
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
加
す
る
時
期
と
対
応
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
新
し
い
」
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
人
口
が
増
加
し
、
特
有
の
文
化
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
古
く
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
活
動
し
て
い
た
人
々
や
、
そ
う
し
た
人
た
ち
が
帰
属
意
識
を
持

つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
間
で
文
化
的
衝
突
、
す
な
わ
ち
、
炎
上
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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も
う
一
つ
は
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
に
親
和
的
な
人
々
が
、
炎
上
を
招
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
者
、
お
よ
び
そ

の
言
動
を
皮
肉
や
嘲
笑
の
対
象
と
し
て
い
た
理
由
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
節
で
は
、
異
な
る
文
化
圏
に
属
す

る
人
々
の
間
で
の
接
触
や
衝
突
と
い
う
観
点
か
ら
炎
上
の
仕
組
み
を
説
明
し
た
が
、「
下
位
文
化
の
強
度
の
増
大
」
と
い

う
視
座
を
取
り
入
れ
る
と
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
可
能
と
な
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
「
下
位
文
化
の
強
度
」
に
つ
い
て
、「
下
位
文
化
的
な
信
念
、
価
値
、
規
範
そ
し
て
習
慣
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
に
愛
着
が
あ
り
、
力
が
あ
る
こ
と
を
指
す
」﹇Fischer 1975=

2012 :138

﹈
と
述
べ
、
前
述
の
よ
う
に
、
対
照
と
紛

争
に
よ
り
下
位
文
化
の
強
度
が
増
大
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
炎
上
の
過
程
で
、
と
り
わ
け
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
に
親

和
的
な
人
々
が
、「
リ
ア
充
」、「
ゆ
と
り
」、「
Ｄ
Ｑ
Ｎ
」
と
い
っ
た
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々
の
所
作
を
皮
肉
や
嘲
笑
を

交
え
つ
つ
、
批
判
・
非
難
し
て
い
た
の
は
、
自
ら
が
親
和
性
を
抱
く
集
ま
り
の
文
化
の
「
強
度
」
を
確
認
し
、
そ
の
増

大
を
図
る
行
為
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
炎
上
を
通
じ
て
、
実
際
に
2
ち
ゃ
ん
ね
る
、
お
よ
び

そ
の
圏
域
の
文
化
の
強
度
が
増
し
た
か
否
か
を
実
証
す
る
の
は
難
し
い
。
だ
が
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
圏
域
に
特
有
の
習

慣
や
規
範
が
先
鋭
化
す
る
炎
上
は
、「〔
集
団
の
水
準
に
お
い
て
〕
内
集
団
の
凝
集
性
を
促
進
」
し
、「〔
個
人
の
水
準
に
お
い
て
〕

自
集
団
の
規
準
を
よ
り
強
く
確
認
」﹇Fischer 1975=

2012 :140

﹈
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
決
し
て
的
外
れ

と
ま
で
は
言
え
ま
い
。

以
上
、
都
市
社
会
学
の
下
位
文
化
理
論
の
知
見
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
炎
上
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
都
市
化
と

い
う
観
点
か
ら
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
生
じ
た
目
新
し
い
現
象
の
説

明
に
と
ど
ま
ら
な
い
研
究
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
は
や
「
炎
上
」
は
、
本
章
で
焦
点
を
当
て
て

き
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
に
端
を
発
す
る
現
象
の
範
囲
に
収
ま
ら
な
い
。

い
ま
や
、
有
名
人
や
企
業
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
や
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
お
け
る
発
言
を
き

っ
か
け
に
巻
き
起
こ
る
批
判
や
非
難
も
「
炎
上
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
﹇
田
中
・
山
口 

二
〇
一
六
﹈。
こ
う
し
た
変
化
に
目

を
向
け
る
な
ら
ば
、
異
な
る
（
下
位
）
文
化
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
お
よ
び
成
員
間
の
衝
突
と
い
う
観
点
か
ら
炎
上

を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
下
位
文
化
理
論
の
中
に
は
炎
上
の
範
囲
や
意
味
の
変
容
に
対
応
す
る

よ
う
な
命
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
紛
争
に
よ
る
下
位
文
化
の
「
強
化
」
を
「
都
市
が
生
み
出
す
社
会
変
動
の
半

面
に
す
ぎ
な
い
」﹇Fischer 1975=

2012 :141

﹈
と
述
べ
た
う
え
で
、
も
う
一
つ
の
「
半
面
」
を
な
す
下
位
文
化
の
「
普

及
」
に
言
及
し
て
い
る
。「
場
所
が
都
市
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
普
及
の
源
泉
の
数
が
増
大
し
、
下
位
文
化
へ
の
普
及

が
増
大
す
る
。
普
及
と
は
、
あ
る
下
位
文
化
成
員
が
別
の
下
位
文
化
成
員
の
行
動
や
信
念
を
採
用
す
る
こ
と
を
指
す
」

﹇Fischer 1975=
2012 :141

﹈。
こ
の
こ
と
は
要
す
る
に
、
一
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
（
下
位
）
文
化
を
、
他
方
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
採
用
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
命
題
を
炎
上
に
展
開
す
る
と
次
の
よ
う
に
言
え
る
。

ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
普
及
に
よ
り
、
若
年
層
を
中
心
と
す
る
携
帯
電
話
の
文
化
に
親
和
的
な
人
々
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
へ
と
新
た
に
流
入
し
た
。
そ
し
て
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
に
親
和
的
な
人
々
、
お
よ
び
そ
の

集
団
と
接
触
が
生
ま
れ
て
衝
突
が
発
生
し
た
。
こ
の
衝
突
、
す
な
わ
ち
炎
上
は
、
2
ち
ゃ
ん
ね
る
圏
域
に
特
有
な
文
化

の
強
度
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
炎
上
の
範
囲
や
意
味
は
拡
大
し
、
有
名
人
や
企
業
に
よ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
や
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
お
け
る
発
言
を
き
っ
か
け
に
巻
き
起
こ
る
批
判
や
非
難
も
炎
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上
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
圏
域
で
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
炎
上
を
め
ぐ
る

作
法
が
、
別
の
文
化
圏
へ
と
普
及
し
た
と
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。「
ネ
タ
的
」
や
「
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
」
と
も
呼
ば
れ

る
2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
文
化
が
広
く
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
問
題
含
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
人
物

や
組
織
を
批
判
・
非
難
す
る
と
い
う
作
法
に
関
し
て
は
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
炎
上
の
範
囲
や
意
味
は
拡
大
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

炎
上
の
範
囲
や
意
味
の
拡
大
に
関
す
る
議
論
は
別
途
の
課
題
と
な
る
。
だ
が
本
節
で
都
市
化
の
進
展
を
対
象
と
し
た

理
論
に
基
づ
く
考
察
を
展
開
し
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
発
展
的
な
研
究
の
道
筋
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
先
に
あ

る
の
は
、
文
化
的
な
接
触
や
衝
突
の
問
題
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
大
衆
化
と
い
う
問
題
、
そ
し
て
、
大

衆
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
・
交
流
サ
ー
ビ
ス
へ

の
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
投
稿
を
端
緒
と
す
る
炎
上
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
炎
上
の
範
囲
や
意

味
は
拡
大
し
て
お
り
、
本
章
の
考
察
対
象
は
、
い
ま
で
は
炎
上
の
一
端
を
構
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
現
在
広
く

認
知
さ
れ
て
い
る
炎
上
の
理
解
を
深
め
る
う
え
で
、
そ
の
原
点
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
た
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
投
稿
を
引
き
金
と
し
た
炎
上
の
事
例
を
歴
史
的
に
整
理
し
た
う

え
で
、
日
本
社
会
を
文
脈
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
に
見
ら
れ
る
特
有
の
文
化
に
着
目
し
て
、
炎
上
が
発
生
す
る

仕
組
み
を
読
み
解
い
た
本
章
に
は
一
定
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
市
社
会
学
の
下
位
文
化
理
論
を
参
照
し
な

が
ら
炎
上
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
都
市
化
と
結
び
つ
け
た
発
展
的
な
考
察
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
な
場
所
を
基
盤

と
す
る
都
市
を
対
象
と
す
る
研
究
の
知
見
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
現
象
へ
援
用
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か

検
討
す
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
炎
上
を
単
な
る
ネ
ッ
ト
ス
ラ
ン
グ
や
バ
ズ
ワ
ー
ド
と
し
て
で
は
な
く
、
学
術
的
な
研
究

対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
も
本
章
の
さ
さ
や
か
な
成
果
で
あ
る
。

最
後
に
今
後
の
課
題
を
挙
げ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
炎
上
の
範
囲
や
意
味
の
拡
大
へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
理
論

的
な
観
点
か
ら
の
考
察
を
課
題
と
し
て
提
示
す
る
。
本
章
で
は
下
位
文
化
の
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
炎
上
の
範
囲
や
意

味
の
拡
大
に
触
れ
た
が
、
別
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
般
人
や
有
名
人
を
問
わ
ず
誰

し
も
が
批
判
や
非
難
を
受
け
る
対
象
と
な
り
得
る
と
い
う
問
題
は
、
可
視
性
、
公
共
性
、
リ
ス
ク
﹇Thom

pson 1995, 

2005; C
ardon 2010=

2012

﹈
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
考
察
が
考
え
ら
れ
る
。
他
に
も
、
比
較
的
初
期
の
段
階
か
ら
炎
上
の

問
題
を
取
り
上
げ
て
い
た
荻
上
チ
キ
﹇
二
〇
〇
七
﹈
が
指
摘
し
て
い
た
「
群
衆
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
や
、
前
節
の

最
後
に
触
れ
た
「
大
衆
化
」
や
「
大
衆
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
炎
上
と
い
う
現
象

は
、
そ
の
範
囲
や
意
味
が
拡
大
し
て
も
、
む
し
ろ
、
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
の
幅
に
広
が
り
が
見
込
ま
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
学
術
的
な
研
究
対
象
と
し
て
の
発
展
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
炎
上
を
め
ぐ
る
規
範
的
な
視

座
、
す
な
わ
ち
、
炎
上
と
い
う
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
と
い
う
社
会
的
な
課
題
に
対
し
て
も
、
社
会
科
学
の

知
見
を
交
え
た
研
究
は
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
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1 

本
章
に
お
け
る
「
炎
上
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
関
与
す
る
現
象
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
後
述
の

と
お
り
、
現
在
で
は
企
業
や
組
織
、
有
名
人
の
行
為
や
発
言
に
対
し
て
批
判
が
生
じ
る
こ
と
も
「
炎
上
」
と
呼
ば
れ
る
。
田

中
辰
雄
・
山
口
真
一
﹇
二
〇
一
六
﹈
で
は
、
炎
上
を
「
あ
る
人
物
や
企
業
が
発
信
し
た
内
容
や
行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
が
殺
到
す
る
現
象
」
と
定
義
し
て
い
る
﹇
田
中
・
山
口 

二
〇
一
六
：
五
﹈。
こ

う
し
た
事
例
を
扱
う
際
に
は
、
企
業
や
組
織
の
不
祥
事
や
有
名
人
の
失
言
と
い
っ
た
位
相
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
と
な

る
。

2 

Ｉ
Ｔ
系
の
ア
ナ
リ
ス
ト
や
批
評
家
に
よ
る
言
及
と
し
て
、
伊
地
知
晋
一
﹇
二
〇
〇
七
﹈、
荻
上
チ
キ
﹇
二
〇
〇
七
﹈、
中
川
淳

一
郎
﹇
二
〇
〇
九
﹈、
蜷
川
真
夫
﹇
二
〇
一
〇
﹈、
小
林
直
樹
﹇
二
〇
一
一
﹈、
永
島
穂
波
﹇
二
〇
一
一
﹈
な
ど
が
あ
る
。

3 

例
え
ば
、
平
井
智
尚
﹇
二
〇
〇
七
ｂ
﹈
や
是
永
論
﹇
二
〇
〇
八
﹈
が
ブ
ロ
グ
炎
上
を
テ
ー
マ
と
し
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
遠

藤
薫
﹇
二
〇
〇
七
﹈
や
鈴
木
謙
介
﹇
二
〇
〇
七
﹈
も
炎
上
に
つ
い
て
若
干
の
言
及
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
田
中
・
山
口
﹇
二

〇
一
六
﹈
は
炎
上
に
関
す
る
研
究
の
一
つ
の
集
大
成
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在
に
お
い
て
も
学
術
的
な
研
究
の

十
分
な
蓄
積
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

4 

「
2
ち
ゃ
ん
ね
る
圏
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
注
1
参
照
。

5 

居
酒
屋
で
子
供
の
挙
動
を
注
意
さ
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
た
保
護
者
が
店
員
に
暴
行
し
、
そ
の
始
終
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

日
記
に
掲
載
し
た
こ
と
で
批
判
が
巻
き
起
こ
っ
た
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
祭
り
」（
二
〇
〇
三
年
五
月
）
は
、
炎
上
の
先
駆
け
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
本
章
で
は
ブ
ロ
グ
普
及
以
降
の
炎
上
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

6 

同
事
件
は
警
視
庁
が
摘
発
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
紙
各
紙
（
読
売
新
聞
・
朝
日
新
聞
・
産
経
新
聞
：
二
〇
〇
九

年
二
月
六
日
、
日
本
経
済
新
聞
：
二
月
七
日
、
毎
日
新
聞
：
二
月
一
〇
日
）
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
各
紙
と
も
総
合
面
や
社

会
面
で
紙
幅
を
大
き
く
割
い
て
い
る
。

7 

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
書
き
込
み
を
発
端
と
し
て
ミ
ク
シ
ィ
の
ペ
ー
ジ
が
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
に
、
炎
上
は
複
数
の
サ

ー
ビ
ス
に
ま
た
が
る
こ
と
も
あ
る
。

8 

比
較
的
少
数
の
参
加
者
間
で
起
こ
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
は
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
る
の
が
難
し
い
。
日
本
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
で

起
き
て
い
た
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
（
通
称
「
バ
ト
ル
」）
に
つ
い
て
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
記
事
が
参
考
に
な
る
。

ち
ゆ
一
二
歳
「
バ
ト
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
・
哭
き
の
竜
さ
ん
の
一
二
年
」（http://tiyu.to/n0502_sp.htm

l

）。

9 

炎
上
を
招
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
び
た
び
投
稿
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
「
バ
カ
発
見
器
」
と
も
呼
ば
れ
る
﹇
永

島 

二
〇
一
一
﹈。

10 

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
投
稿
す
る
目
的
は
「
知

人
・
友
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
」
が
最
も
多
い
（
平
成
23
年
版 

情
報
通
信
白
書
﹇
総
務
省 

二
〇
一
一
：
一
六
八
﹈）。

11 

2
ち
ゃ
ん
ね
る
の
祭
り
に
関
す
る
考
察
は
、
平
井
智
尚
﹇
二
〇
〇
七
ａ
﹈
や
伊
藤
昌
亮
﹇
二
〇
一
一
﹈
な
ど
を
参
照
。

12 

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
当
て
は
ま
る
人
々
の
振
る
舞
い
に
対
し
て
は
「
リ
ア
充
爆
発
し
ろ
！
」、「
ゆ
と
り
（
笑
）」、「
Ｄ

Ｑ
Ｎ
氏
ね
」
と
い
っ
た
侮
蔑
や
嘲
笑
が
向
け
ら
れ
る
。

13 

こ
こ
で
言
う
「
携
帯
電
話
」
は
、
主
に
「
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
」
を
指
す
。
な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
炎
上
の

関
係
に
つ
い
て
、
平
井
﹇
二
〇
一
二
ａ
﹈
は
、「
炎
上
は
今
ま
で
以
上
に
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
も
し
く
は
ま
っ
た
く

起
こ
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」﹇
平
井 

二
〇
一
二
ａ
：
六
九
﹈
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
る
が
、
現
状
を
ふ
ま
え
る

と
「
今
ま
で
以
上
に
発
生
」
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

14 

内
閣
府
﹇
二
〇
一
一
﹈
の
調
査
に
よ
る
と
、
自
分
専
用
の
携
帯
電
話
を
所
有
す
る
割
合
は
中
学
生
で
四
二
・
八
％
、
高
校
生

で
九
五
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
分
専
用
ま
た
は
家
族
共
有
の
携
帯
電
話
所
持
者
の
メ
ー
ル
利
用
率
は
中
学
生
が

九
四
・
六
％
、
高
校
生
が
九
八
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

15 

携
帯
電
話
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
ミ
ク
シ
ィ
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。「
例
え
ば
最
近
で
はm

ixi

な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
モ
バ
イ
ル
で
も
強
い
存
在
感
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
ホ
ム
ペ
〔
携
帯
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電
話
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕
な
ど
も
卒
業
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
移
行
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
」。

C
N

ET Japan

（
二
〇
〇
九
年
三
月
五
日
）「「
ホ
ム
ペ
」「
プ
ロ
フ
」「
リ
ア
ル
」
│
│
ケ
ー
タ
イ
世
代
が
生
み
出
す
新
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（https://japan.cnet.com

/article/20389316/3/

）。

16 

例
え
ば
、
ミ
ク
シ
ィ
は
利
用
者
数
が
五
〇
〇
万
の
二
〇
〇
六
年
七
月
時
点
で
、
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー（
Ｐ
Ｖ
）
は
パ
ソ
コ
ン
経
由
が

六
一
億
で
、
モ
バ
イ
ル
（
携
帯
電
話
）
経
由
の
一
二
億
を
上
回
っ
て
い
た
（
株
式
会
社
ミ
ク
シ
ィ
・
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
二

〇
〇
六
年
〇
七
月
二
六
日
）。
し
か
し
、
利
用
者
の
増
加
と
と
も
に
双
方
の
差
は
縮
ま
り
、
利
用
者
が
一
一
五
三
万
と
な
っ
た

二
〇
〇
七
年
八
月
に
は
、
モ
バ
イ
ル
経
由
の
Ｐ
Ｖ
（
六
〇
・
九
億
）
が
パ
ソ
コ
ン
経
由
の
Ｐ
Ｖ
（
五
九
・
八
億
）
を
逆
転
す

る
（
同
社
二
〇
〇
八
年
度
第
四
四
半
期
及
び
通
期
決
算
説
明
会
資
料
）。
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
、
当
初
は
パ
ソ
コ
ン
経
由
の
利
用
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
日
本
語
版
サ
ー
ビ
ス
の
携
帯
電
話
経
由
の
利
用
登
録
が
可
能
と
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
以
降
、
利

用
者
は
急
増
し
て
い
る
。
同
月
に
約
二
〇
七
万
で
あ
っ
た
利
用
者
数
は
、
半
年
後
の
二
〇
一
〇
年
四
月
に
は
約
九
八
八
万
に

増
加
し
て
い
る
﹇
ニ
ー
ル
セ
ン 
二
〇
一
〇
ほ
か
﹈。
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「
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
返
金
詐
欺
事
件
」（
掲
載
日
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
三
日
）
や
「
ア
デ
ィ
ダ
ス
社
員
顧
客
中
傷
事
件
」（
同
二
〇

一
一
年
五
月
二
〇
日
）
な
ど
がYahoo! JA

PA
N

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載
さ
れ
た
。


